
　　新年度
しんねんど

のスタートから１ヶ月
げつ

が経
た

ち、新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さんも４月
しがつ

から始
はじ

まった給食
きゅうしょく

に慣
な

れてきたころではないでしょうか。学校給食
がっこうきゅうしょく

は、家庭
かてい

での食事
しょくじ

とは

　ちがい、たくさんの仲間
なかま

と食事
しょくじ

をします。みんなが楽
たの

しく、おいしく会食
かいしょく

するためには、ひとりひとりがきちんとした食事
しょくじ

マナーで給食時間
きゅうしょくじかん

を過
か

ごすこ

　とが大切
たいせつ

です。これまでの給食
きゅうしょく

時間
じかん

を振
ふ

り返
かえ

り、自分
じぶん

の食事
しょくじ

マナーを見直
みなお

してみましょう。

　鶴田町
つるたまち

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

センターでは、小学校
しょうがっこう

と中学校
ちゅうがっこう

の約
やく

820食分
しょくぶん

の給食
きゅうしょく

を調理員
ちょうりいん

14

名
めい

、栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

1名
めい

 、栄養士
えいようし

1名
めい

、配送
はいそう

2名
めい

、事務
じむ

室
しつ

2名
めい

の計
けい

20名
めい

で作
つく

っています。

毎日
まいにち

安全
あんぜん

で、安心
あんしん

な給食
きゅうしょく

を届
とど

けられるように、衛生
えいせい

管理
かんり

に気
き

をつけながら作
つく

って

います。みなさんに給食
きゅうしょく

センターの様子
ようす

をちょっとだけ紹介
しょうかい

します。

　　
　　

令和8年5月

鶴田町学校給食センター

（毎月１９日は食育の日）

今月の目標

食事のマナーを身につけよう

給食を作るときの服そう

うすいネットのぼ
うしと首までかく
れるぼうしの２枚
をかぶります。
ぼうしを２枚かぶ
るのは、かみの毛
が落ちないように
するためです。

ぼうし

うわぎ・ズボン
エプロン・くつ

せいけつな服そうで
給食をつくるために、
白いうわぎ、ズボン、
エプロン、くつを身
につけて、作業しま
す。
白いものは、よごれ
がつくと目立ちます。
よごれのない、きれ
いな服そうで作業す
るために、白いもの
を着ています。

スチームコンベク

ションオーブン

魚を焼いたり、た

れ付きのハンバー

グをむしたりする

機械です。

ここでは、野菜のよごれをきれ
いに、おとしています。３つの
シンクを使ってあらいます。

ごはんも給食
センターでた
いています。
たきたてのご
はんを、人数
分にはかりな
がら、各学級
の食かんにも
りわけます。

この釜は、回
転釜と呼ばれ
る大きな鍋で
す。
１つの釜で、
６００人分の
給食を作るこ
とができます。

給食センターでは、望ましい食習慣形成のために次の５つの考え方を取り

入れた献立作成や食育に取り組んでいます。

みんなで健康に！

あおもり型給食

①「塩分」ひかえめ

小学生 ２．０ｇ未満

中学生 ２．５ｇ未満

②「野菜」たっぷり

小学生 １００ｇ以上

中学生 １２０ｇ以上

③「あぶら」ほどよく

④「ごはん」しっかり

⑤「あおもり」に感謝！

給食は、しっかりだしをとるなど工

夫して減塩をめざしています。ごはん

持参の日も、「具なし」「塩なし」の

おにぎりやごはんでおねがいします。

鶴田町をはじめ、青森県ではおいしいお米

や、いろいろな野菜や果物も多く生産されて

います。給食にもたくさん登場する予定です。

おいしくいただけることに感謝ですね！

下しょり 調 理

じゃがいものめ
も、ひとつひと
つ取っています。

盛り

つけ
配送 洗浄

機械を使って、
野菜を切って
いきます。

あげ物は、
フライヤー
という機械
で、どんど
んあげてい
きます。

サラダなどのあえ物は、手作
業で混ぜています。
全員分を一度につくるので、
かなりの力仕事です！

出来上がった給食
を各学校へ運びま
す。

午後は、学校から
もどって来た食器
を洗って、数えて、
明日の給食にそな
えます。

しる物は、大
きなおたまを
使って、各学
級の食かんに
もりわけてい
きます。

アチチ！

おいしくな～れ

よいしょ！


